「へき研」35周年について思うこと

　「へき地教育研究会」の35周年を，その部長となった１年目に迎えることを喜びます。学生諸君は，35年前に生を受けていなかったけど，私は1957年生まれなので，引き算をすればこの当時は中学生だったと分かる計算。

　この1970年代は，1960年代の高度経済成長期の後を受けて，都市の過密化や公害問題などが取りざたされた時期で，ベトナムではまだ戦争が行なわれていました。日本が急速に工業化，都市化されていく時期で，田中角栄氏の「日本列島改造論」などが注目されていた時期に当たります。その一方で都市化の洗礼を受けていない「へき地」は，純粋さを求める若者の一種のあこがれの対象となった時代背景があり，むしろ本学でこのような会が生まれたのは全国的な風潮からみるとやや遅れた出発かと思えます。

　服装などのファッションにしろ，自動車のデザインにしろ，この時代に撮られた映画やドラマをみると，時代の最先端だったはずのものが，何か野暮ったくて，埃っぽく見えるものかもしれません。デザインを時々は変えて，前のものが時代遅れに見えるようにして新しいものを買わせることが，企業にとっての売り上げ増進の良い方法だからなのかもしれません。このような流行の推移の他に，居住環境にも大きな違いが当時と今との間にあります。当時，経済的に余裕のある学生は，夏休みになると鉄道の周遊券を買って文庫本をリュックに何冊か入れて，北海道や長野，東北などに出掛けたものです。今ではエアコンがあるのが普通になっています。でも当時はそうでもなかったのです。また卒業写真をみたりすると，そのころの特に進学校の男子はみんなメガネを掛けていました。コンタクトが大変珍しかった時代でした。

　そのような35年間の初めを知る方と，今の学生諸君が一堂に会して，面識を得て懇親を深めることは大変に意義有ることと思います。

　ロシアのある教育学者が「伝統化」という概念を用いたことを，私の前任である三重大学教育学部の佐藤廣和先生から伺ったことがあります。年齢・経験の異なる学習者が一緒に活動している中で，次第に経験の長い学習者から経験の浅い学習者に教えるという現象が生じ，その集団の構成員に入れ替わりがあっても，その集団の経験は受け継がれていき，新しくなっていく。これが「伝統化」です。部活動はまさに，この伝統化によって支えられているものを言えるでしょう。

　再び，我が「へき研」に目を戻すと，この35年間の間に形成された「伝統」によって，この会はさぞや経験の蓄積があるに違いない。そのような期待が生じるでしょう。しかし，大変率直に言って，35年の長さに期待するほどの経験の蓄積を今の学生諸君のひとりひとりが受け継げているかどうか。これは真摯に自分自身の問題として我々は批判を仰がねばならないと，私は思います。

　これは単なる謙遜ではありません。むしろ，この35年間という時の長さと，我々の蓄積とのギャップが，今回の35周年の集いに，大いに私が期待するポイントでもあるのです。このような会は25周年，30周年と５年ごとに行なわれているとのこと。５年とは重要な意味を持っています。先に述べた「伝統化」の概念に対して，我々の活動はどのように機能して来たのか。チェックする機会になりうるのです。例えば４年生だけの部があったとします。すると部員が卒業してその「伝統」は途絶えます。次に新入部員が入ったときから，彼らはゼロからその「伝統」を築いていかなければなりません。これは極端な場合としても，上級生が少なかった，あるいは，十分に機能しなかったことによって，これと似た状況は幾らだって起こりえるでしょう。

　昨年の11月の「幹部交代式」なることから付き合いはじめて，１年が立とうとしています。春も夏も合宿につきあいました。まじめで清い部員に恵まれた部であると思っています。それを私は恥じらいなく褒めたいと思うし，真摯に合宿で小学校での活動の準備をする部員の姿を愛すべきものと感じました。しかし，個々の部員の努力やまじめさの他に，部が部として機能することに関して，冷静に自らを顧みる必要が今の我々にはあるのかもしれません。

　我々の多くの部員は，文学部教育学科に属しています。いまさら何をと言われるかもしれませんが，「教育」とは何かってことを考えてみましょう。多くの生物は親の顔を知らずに育ちます。しかし自然は彼らに本能というものをプログラムして何を為すべきかを知らしめています。親の顔を知る生物のうちで，親が子どもに狩りの仕方などを示して教える生物もいます。そして，人間の場合，特にフランス革命以降，その教えることを社会での機能として効率化し，社会を維持増強するための装置として「公教育」が認識され，運営されています。

　朝起きて，朝食を食べ，歯をみがき，顔を洗って，場合によってはトイレに行って，さらに場合によってはシャンプーまでして，学校にいく。何の疑問も生じない毎日の出来事です。でもこの毎日の出来事も，何の為にやっているのか。特になぜ学校に行くのかという問い掛けにまじめに答えようとすれば，少なくとも数行は掛る言葉を要するでしょう。

　下手をすると，去年の先輩がやっていたようなことを「みようみまね」でやってみるだけ。もっと酷くは，入ったばかりの１年生に仕事を全部任せて，自分は「先輩」として見守っているだけ。これだけだと，真の伝統化は起こりえないのです。単に「高校４年生」の集まりで，大学生としての研究活動は為され得ない集団となってしまいます。

　だからいまこそ，我々が属しているクラブの35年はどのようなものだったかと振り返り，その伝統のバトンをしっかりと受け止め，次に伝えようとしているのか。これを確認する，あるいは，反省することによって，我々の活動は何か，日々の仕事は何のためにやっているのか，そしてもっと善くするためにはどうするべきかを考える切っ掛けとしたい。そんな願いを私はいだきます。

　

　すでに依頼のあった頁数の３倍になってしまっています。結論を急がなければなりません。この会が論議のきっかけとなって欲しいことをいくつか記しておきます。

（１）『しらかば』の巻末に収められている歌の歌詞から，「へき地」とは創立当初は，根室・釧路近くの村落を対象としていたことを窺い知ることができます。一方，今では夏の合宿は伊豆大島で行ない，１級という「へき地」とそうではないところとの境界である神奈川県の藤野北小学校を訪問先としています。この意味では「へき地」と関係なくはない団体だとは言えるでしょう。しかし，この他には，他の「児童教育研究会」，「児童文化研究会」などとの差異はなく，鶴川祭

などでの展示は似たりよったりとなっています。むしろ，「へき地」との繋がり以上に鶴川周辺の子どもを対象とした活動が盛んです。

　もちろん，スピードスケートの夏でのトレーニングとして自転車を練習していた橋本聖子選手が，その自転車でも力を付けて，夏冬両方のオリンピック選手となった例もあります。しかし，橋本選手の場合，スケートが目的で，自転車が手段と意識されていました。

　我々の諸活動は，何が手段で何が目的か。それとも両者のどれもが「手段」ではなく「目的」なのか。まわりがやっているからと流されずに，会としての目的意識を明確にして，活動を組み立てて行くべきかと思います。

（２）我々の活動の中で，大いに誇るべきことは，小学校での授業を企画し，実際にやらせて戴けていることでしょう。しかし教育実習でもないのに，そのような機会を与えて戴けていることに感謝と畏敬の念を持つべきことだと思います。

　つまりいまやっていることに慢心しないで，よりよいものを求めて欲しいのです。特に大島での５年生の担任の先生が，「これほどまでにお人好しな学校なのだよ」という言葉で表現して下さったこと。小学校での授業時間をお借りしているのだから，そこに質の高い授業を提供しないとなりません。それは，だからがんばりましょうという根性論を超えて，そう竹槍では戦いきれません，十分な準備期間を計画しての活動が求められるのです。

　今は，行事が目白押しで，数をこなすことに精一杯で，根性論では見上げたものでも，実は準備の期間が短いやっつけ仕事を「がんばった」結果として出しているのに過ぎないと思います。優秀賞とか最優秀賞とかを取って喜んでいるほど教育現場は甘いものではない。敢えて大島や藤野北先生方を代弁して申しておきます。

　少なくとも１年をスパンとした計画が必要です。「幹部交代式」なるものを，春合宿で提起するべき会計予算を含めた問題点を掘り起こす契機とし，夏合宿で行なうべき授業の計画・学習を進め，その授業ネタの中間発表や予行演習のために鶴川祭を利用する。そのような授業を企画するためには，誰を相手にするのか対象が見えている方がいい。年よって訪問先を変えることはこの意味で危険ですし，いまの我々には人数の面から無理であることも付け加えておきましょう。

（３）「へき地教育研究会」という名称について，今年の春から部員諸君に問題提起しています。いま，『しらかば』などでは「山間島しょ教育研究会」と名乗っています。これは現地の保護者の方が我々の会の名称をみて，「この土地は『へき地』だってさ」と肩を落されるのに気がねして「へき地」という言葉を避けていると説明を受けました。これは善意から来たものであっても，結果として嘘をついていることに他なりません。また，山の先生は山の教育を誇りに思い，島の先生は島の教育を誇りに思っていますが，山の教育と島の教育とをごっちゃにするってこの団体はどんな積もりかと疑問に思うかも知れません。つまり単なることばの言い換えでは，本質的な解決にならないのです。紙幅の関係でごく簡単に要点のみ記しますが，こうしたらどうでしょうか。

１．へき地教育研究会は，その活動目標・趣旨をより正確に表わす名称として，これから正式名称を「地域の教育研究会」とすることとし，「へき地教育研究会規約」での「へき地」を「地域の」と読み換えてこの規約を運用・適用することとする。

２．我々は，これまでの名称が「へき地教育研究会」であることを自覚し，その伝統を誇りに思い，その成果を継承する。

３．愛称として「へき地教育研究会」や，その略称である「へき研」などの使用は妨げない。

４．この名称変更を，2007年４月から完全に行なえるようにするために，2007年１月以降の届け出に関して，影響のある全てのものに適用し，改名に関する届け出も行なうこととする。

なお，11月２・３日の楓門祭に向けて，この名称に関する研究も企画されているとも聞いていますので，その進展があれば，それをこの提案に反映できるかと思います。それらを踏まえて活発な議論が為されることを希望します。

以上，2006年10月26日記す（部長：文学部初等教育専攻助教授　正田　良）

